
 

審議会等の会議結果報告 

 

１．会 議 名 第 53回 松阪市手話施策推進会議 

２．開 催 日 時 令和 8年 4月 16日（木）18時 30分～19時 00分 

３．開 催 場 所 松阪市役所 5階特別会議室 

４．出席者氏名 

（委 員）森浩平、深川誠子、牧戸淳、高柳吉紀、亀田紀子、岩坂

由華、大西学、脇葉敦、大川悟司、川上健一郎 

（事務局）青木覚司、亀谷佳伸、中野貴士、川村美結 

５．公開及び非公開 公開 

６．傍 聴 者 数 0名 

７．担 当 

松阪市福祉事務所障がい福祉課 

TEL 0598-53-4059 

FAX 0598-26-9113 

e-mail：shogai.div@city.matsusaka.mie.jp  

 

○協議事項 

 ・令和 7年度手話施策推進事業の実績報告 

 ・令和 7年度手話施策推進事業決算見込書 

 ・令和 8年度手話施策推進事業予算書 

 ・令和 8年度手話施策推進事業（予定） 

 



第 53回 松阪市手話施策推進会議 議事録 

  

日  時：令和 8年 4月 16日（木）18時 30分～19時 00分 

場  所：松阪市役所 5階特別会議室 

出席委員：森浩平、深川誠子、牧戸淳、高柳吉紀、亀田紀子、岩坂由華、 

     大西学、脇葉敦、大川悟司、川上健一郎 

事 務 局：青木覚司、亀谷佳伸、中野貴士、川村美結 

傍 聴 者：0名 

 

１．あいさつ  議長あいさつ 

 

２．報告事項  

■委員交代について【資料 1】 

事務局 今回人事異動がありまして、委員交代がございます。簡単な自己紹介をお願い

いたします。（手話での自己紹介） 

 

■令和 7年度手話施策推進事業の実績報告について【資料 2-1】  

事務局  まず毎年募集している手話普及啓発ポスターに関して、令和 6 年度の 63 点

に対して、令和 7年度は倍以上の 131件となりました。 

次に手話普及啓発イベントですが、注目していただきたいのは参加者の 229

人という結果です。令和 5年が 143人だったので約 1.6倍増となりました。 

参加賞に関しては、人気があったエコバッグやボールペンを啓発物品として今

年も購入する予定です。 

次は、松阪市ろうあ福祉協会に委託させていただいている企業等手話研修に

なります。7年度は「東海労働金庫」様にて実施。5年度は 0件、6年度は 1件

という厳しい実績です。昨今人件費が上がってきているために、研修を受けさ

せるための残業代の負担が大きいという理由で、開催を断られるケースが非常

に多い状況です。 

次に、松阪市ろうあ福祉協会に委託させていただいてる「手話で話そう講座」

です。手話経験者の方を対象とした講座で、年 15回行っていただいています。 

次に、小学校における手話学習推進事業ですが、令和 7 年度は 8 校実施し、

合計 440人の生徒に参加いただきました。 

次は「ミニ手話コーナー」です。毎月職員がモデルになって手話の動画を撮

影しています。広報まつさかにもその動画が見られる QR コードを載せていま

す。また 9 月 23 日の「手話言語の国際デー」などの周知も広報まつさかやホ

ームページで行っております。以上が令和 7年度の活動実績です。 



 

■令和 7年度手話施策推進事業決算見込書について【資料 2-2】 

事務局 （資料説明） 

予算額に対して、決算額はかなり抑えることができました。その中でイベン

トの来場者数が 1.6倍増という結果やイベント参加者のアンケートにて 6割の

方が「手話で挨拶や会話をしたことがある」と回答を得ており、手話普及活動

は着実に成果を上げていると感じています。 

 

■令和 8年度手話施策推進事業予算書について 【資料 3-1】 

■令和 8年度手話施策推進事業（予定）について【資料 3-2】  

事務局 （資料説明） 

今年度は学校の手話学習にかなり力を入れており、予算も昨年度の倍額とな

っています。従来は 1学年 100人でも 10人でも、1校につき 1学年 1回のみの

実施というやり方でした。そのため人数の多い学校と少ない学校とで、生徒が

手話に触れられる機会に差があり平等とは言えない状況でした。そのため今年

度からは人数の多い学校では分割して行うことを可能な予算編成に変更しま

した。 

 

委員   昨年手話学習に何度か行かせてもらいましたが、人数の多い学校は自分の教

室ではなく体育館で行う形でした。積極的な生徒は何回も手を挙げていました

が、大人しい生徒は見ているだけになってしまい、なかなか皆さんに手話を体

験していただく機会が少ないと感じました。自分の教室で、いつものクラスメ

イトと担任の先生もいる環境の方が、より手話の体験をしてもらえたと感じて

います。そのため分散の案はとても良いと思います。 

ただ、分散するにあたり、1 つの学校は 1 日で終われるような予定を組んで

もらえるとありがたいです。松阪市ろうあ福祉協会の講師と聞こえる講師の 2

人で行くのですが、そうような工夫をしていただけると、人員調整の負担も減

らせるかなと思います。 

 

事務局  開催日程が分散しないよう、開催を予定している学校には事前説明を実施し、

了承を得ております。また、実施希望日の 2ヶ月前を目安に、希望書を提出い

ただけるよう校長先生にお願いしています。 

 

■その他 

事務局   11月の手話普及イベントの日程をこの場で決めたいと思います。 

では第 1候補 11月 14日、第 2候補 21日でお願いいたします。 



それでは予定しておりました協議事項は以上となります。 

本日の会議を終了させていただきます。ありがとうございました。 


